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	 帯広畜産大学同窓会会長

� 三津原　　　勝
� （昭和55年農業工学科卒）

�

　同窓生の皆さん、お変わりなくお過ごしでしょうか。

　さて今年２月、十勝管内は記録的な大雪に見舞われ

ました。一晩に１.2ｍを超える雪が降り、帯広市内の

交通は完全にマヒ状態となりました。私の在学中にも

大雪で碧雲寮が陸の孤島状態になったことを思いだし

ました。

　近年、地球規模の気象変動により極端な天気に見舞

われ、人々の生活はもとより農業にも大きな影響を及

ぼしています。

　十勝管内ではかつて「干ばつに凶作なし」とよく言

われてきましたが、2023年にはまれにみる猛暑で農作

物に病気が蔓延し、大きな被害を受けました。乳牛も

暑さの影響で乳量が減ったり、衰弱する牛が多発し繁

殖にまで障害も発生しました。

　これから本格的な夏を迎えるにあたり、豊作への期

待と今年の天候への心配が入り混じっています。

　さて、同窓会で発行しております会報は、今まで印

刷会社に印刷を発注し皆さんに郵送してお届けしてい

ました。昨年10月に郵便料金は値上げとなり、また印

刷経費も値上がりしております。経費の削減と皆さん

に同窓会のホームページの閲覧を促すため、同窓会報

をホームページ上に閲覧し、皆さんにＰＤＦファイル

をダウンロードしていただく方式に切り替えることと

いたしました。ただし、インターネット環境が無い方

やペーパーでの同窓会報を希望される方には、ファイ

ルを別途印刷し郵送いたします。具体的な変更内容に

ついては別途郵便でお知らせいたしますので皆様には

なにとぞご理解いただきますようお願い申し上げます。

　さて、母校畜大では様々な取り組みを行っています。

私は仕事柄、畜大に行くことが多いので、実際に見た

り聞いたりする機会に恵まれています。特に昨年から

馬に関する施設整備や取り組みが多く紹介されています。

　昨年もご紹介しましたが、新厩舎の整備に加え、今

年は覆馬場が完成しました。

　また、顕微授精による日本初の仔馬が誕生し、希少

な日本在来馬の保存と効率的な生産増殖が期待されて

います。

　さらに皆さんには懐かしい「畜大牛乳」もリニュー

アルされ、今までの超高温殺菌法から高温殺菌法に変

更となり、新工場で生産が開始となり６月17日から販

売が開始されました。いままでより「よりおいしい畜

大牛乳」が誕生しました。

　また、現在でも同窓会と大学に設置された「同窓会

支援室」との協議を続けております。時間はかかりま

すが、問題解決にむけ今後も取り進めてまいります。

　さて、今年もホームカミングデーが10月11日（土）

に開催されます。昨年も多くの同窓生にお集まりいた

だき、楽しい集いの場となりました。あわせて部活や

学科の仲間たちが集まるいい機会となったようです。

　ぜひ多くの同窓生の皆さんがホームカミングデーに

参加して、懐かしい、そして変貌を遂げる母校を見に

来てください。
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	 帯広畜産大学長

� 長　澤　秀　行
� （昭和53年獣医学科卒）

　地球沸騰化の時代到来と言われていますが、帯広も

例外ではありません。「全国一の暑さ、帯広市」が全

国ニュースになりました。本学では、実験室、動物室

は従来から空調設備がありましたが、その後、講義室、

図書館、生協食堂にエアコンが整備され、昨年は学生

寮にも寄付によりコモンルーム（昔の修養室）にエア

コンが設置されました。「本部棟にはエアコンがある

のに、我々の教員室にはついていない。」「暑くて仕事

ができない」という声を受けて、今年は１号館南側か

ら整備を始める予定です。牛舎や厩舎も暑さ対策が必

要となっています。

会　長　挨　拶会　長　挨　拶
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　暑さばかりではありません。本年２月４日には「帯

広で観測史上最大となる一晩で124cmの積雪」があり、

災害級の大雪に見舞われました。「帯広」が全国的に

有名になりましたが、畜大関連のニュースもいくつか

は全道版、全国版に取り上げられています。学生や教

職員の活躍の様子を、大学ホームページでご覧くださ

い。今年10月11日に開催される「ホームカミングデー」

や、全国100以上の学生団体が一斉に SNS や Web サ

イトを通じて自身の活動を発信し、卒業生や地域の方々

から寄付や応援を募るオンラインチャリティーイベン

トの「Giving Campaign 2025」などの情報もあります。

　教育・学生満足度の観点が評価される「みんなの大

学情報・学校情報ポータルサイト」で、本学が口コミ

評価「地方国立大学ンキング」第一位に選ばれました。

学生のコメントには、「畜産、食品を本気でやりたい

人に最高の大学」「のびのびとして北海道を満喫でき

る大学」「学びたいことが決まっていると充実する大学」

「現場に近い獣医大学」「他の大学では出来ない経験が

ここで積める」等々があります。以前にも、全国の大

学生協が実施したアンケートで、自分の大学が「大好

き」あるいは「好き」と答えた学生の割合で畜大は全

国一位になっています。ランキングものは、調査手法

によって左右されるものとはいえ、全国一になるのは

気持ちのいいものです。

　今から17年前の2008年に「学生中心の大学づくり」を

基本方針として学長に就任しました。８年間の任期満了

後、文部科学省の国立大学法人評価委員として６年間、

全国の国立大学を評価する立場となりました。その間、

社会が大学を見る目は厳しいことを痛感し、教育の質を

あげることが極めて重要であり、危機感を持つ大学は率

先して大学改革に取り組む様子を目の当たりにしました。

　本学も、３年前の2022年に小樽商科大学、北見工業

大学との３大学経営統合により北海道国立大学機構を

発足させ、私は初代の機構総括理事（帯広畜産大学長）

として再登板しました。経営統合は運営費交付金の減

少に対抗するための経費節減や、18歳人口の減少に対

応する受験生確保が目的ではありません。農商工連携

による異分野融合や企業連携の推進は、将来を担う人

材の養成のための教育の質保証に必須です。当初、３

つの異なる大学の経営統合には種々な課題がありまし

たが、「できない理由を探すのではなく、やれること

を率先して推進しよう」を合言葉に、一歩一歩前進し

ているのを実感します。

　本学は、学生、地域、社会の期待に応えるべく「食

を支え、くらしを守る」グロー

バル人材の育成に向けて、教職

員が力を合わせて汗を流してい

ます。同窓生の皆様には、引き

続き、本学に対するご支援ご協

力、よろしくお願い申し上げま

す。

りりだだ部部支支 よよ

帯広畜産大学同窓会宮城県支部総会・
懇親会に長澤学長が出席しました

　令和６年２月10日に、仙

台市内で帯広畜産大学同窓

会宮城県支部総会・懇親会

が開催され、長澤学長が出

席しました。

　宮城県支部同窓会は、新

型コロナウイルス感染症の

影響により、令和元年度以

来の開催となり、総会・懇

親会には約20名の同窓生が

参加しました。

　懇親会では、長澤学長か

ら本学の近況について報告

するとともに、同窓生の皆

様で肩を組みながら逍遥歌

を歌い、大いに賑わいまし

た。

▲逍遥歌を歌う様子

▲集合写真

▲総会の様子

▲挨拶をする長澤学長

▲支部長の挨拶
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帯広畜産大学関東同窓会に
長澤学長が出席しました

　令和６年６月16日に、東京都内で帯広畜産大学関東

同窓会が開催され、長澤学長が出席しました。

　関東同窓会は、関東に在住する本学の卒業生・修了

生で構成される同窓会で、

今回は56名の同窓生が参加

しました。総会では、役員

改選により関東同窓会会長

が澤田氏から林氏に交代と

なりました。

　懇親会では、来賓として

ご出席された福島県飯館村

前村長の菅野典雄氏（同窓

生）が、特別講演「“までい”

が日本を救う！？」と題し

て、講演を行いました。

　続いて、長澤学長から本

学の近況について報告する

とともに、同窓生の皆様は

旧友との再会を喜び合い、

親睦を深めました。

帯広畜産大学同窓会兵庫県支部総会に
長澤学長が出席しました

　令和６年７月20日（土）に、兵庫県明石市内で帯広

畜産大学同窓会兵庫県支部総会が開催され、長澤学長

が出席しました。

　総会では、長澤学長から本学の近況について報告す

るとともに、同窓生の皆様は５年ぶりの再会を喜び合

いつつ、和やかな時間を過ごしました。

　兵庫県支部 長谷川 隆一 会長からのコメントは以下

のとおりです。

　令和６年７月20日兵庫県明石市で帯広畜産大学同窓

会兵庫県支部総会を開催しました。

　コロナの影響で５年ぶりの開催となりましたが、長

澤学長も含め25名参加いただきました。

　学長から差し入れしていただいたお酒崩萠宥で乾杯

し、思い出話で大いに盛り上がりました。

　最後はお互いの肩を組み合いながら逍遥歌で締め、

来年の再会を誓ったところです。

　今後も兵庫県支部総会を継続して開催していきたい

と考えておりますのでご協力をお願いします。

▲澤田　前関東同窓会長

▲歓談の様子

▲飯館村前村長　菅野典雄氏の特別公演

▲総会の様子

▲林　関東同窓会会長
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寄付を募り、ミャンマー難民の救援へ

佐　藤　　　充
� （畜産科学課程　生命科学ユニット　平成24年卒業）

　大学卒業後、これ

までアジアを中心に

様々な国に住み、そ

こに暮らす人びとと

共に働いてきました。

中でも最も思い入れ

の強い国は2015年か

ら約２年間働いたミ

ャンマーです。当時

「アジア最後のフロ

ンティア」と謳われ、

経済は絶好調。そこでの仕事は同国初となる冷凍野菜

加工工場の立ち上げでした。元々ミャンマーで栽培さ

れていない野菜を現地の農家に栽培してもらうその仕

事は、とにかく困難の連続でしたが、なんとか年間を

通して原料を調達できるまでになりました。現地のス

タッフや契約農家らに支えていただいたこと、忘れる

ことはできません。

　しかし2021年に軍事クーデターが発生、そして未曽

有の大地震。現在約300万人以上が国内避難民となっ

ていると言われています。一部は国境を越えて隣国へ

流入する事態となっています。中でも報道されること

のないインドに逃れている難民について知りたいと思

い、かつての同僚の伝手を借りて現地に初めて入った

のが３年半前。国連を含む国際援助がほとんど入るこ

とができておらず、国境付近に滞留している一部の難

民たちが支援だけでなく収入も皆無に近い状況で飢餓

線上にいることを知りました。そこで農作業の合間や

農閑期に講演会を開催したりお笑い芸人のライブの前

説をやるなどして寄付を募り、冬には現地に赴いて、

喫緊している難民のニーズを聞き取り、集まったお金

会 員 の 声会 員 の 声会 員 の 声会 員 の 声帯広畜産大学同窓会福島県支部懇親会に
長澤学長が出席

　令和６年11月30日（土）に福島市内で帯広畜産大学

同窓会福島県支部懇親会が開催され、長澤学長が出席

しました。

　福島県支部懇親会には、11名が集まりました。懇親

会では、長澤学長から本学の近況について報告を行い、

同窓生の皆さまは、畜大酒を味わいながら当時の景色

を思い浮かべ、大いに盛り上がりました。最後は、逍

遥歌を合唱し、再会を誓いあいました。

▲懇親会の様子

▲講演会の様子 (2024)

▲契約農家と首都ネピドーにて (2016)

▲逍遥歌の合唱

▲集合写真
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で米や薬、ブランケットなどを現地調達、配布してい

ます。

　自ら望んで難民になっているわけではありません。

不条理によって元々の生活を捨てざるを得なかった人

たちに対して自分のキャパの範囲でできることをやろ

うと思っています。いつ

か国が平和になり故郷に

帰還する彼らを見届ける

のが僕の夢です。活動の

様 子 は Facebook や

Instagram(＠mitsurup 
hoto1986) で発信してい

ます。また活動にご興味

を持たれた方はmitsuru 
photo@gmail.com まで

ご連絡ください。

北海道を旅して

早　坂　貴代史
� （昭和53年酪農学科卒）

　６年前に農研機構を退職し , 古希を迎えた私は , 牛

をテーマとした油絵や動画の制作 , 家庭菜園などをし

ながら暮らしています。今年５月 , 歩けるうちに北海

道旅行を思い立ち , 畜大にも立ち寄りました。女子学

生の増加 , リノベーションした本館と碧雲寮 , そして

研究施設の拡充を目の当たりにして , 時代の大きな変

化を感じました。

　北海道内を巡ると , クマの出没やエゾシカによる交

通事故 ( ロードキル ) が増加しており , 野生動物の個

体数が増加していることを実感しました。同時にこれ

は地域の人口減少と過疎化の進行を物語っていると感

じました。私の在

学していた頃の高

度経済成長期後に

問題になっていた

都市の過密化は緩

和され , 公害もほ

ぼなくなりました。

　今後は , 地域の

過疎化が進むにつ

れて , 農業の持続

性や環境問題とい

った地域づくりを

支えるうえで , 畜

大の役割と期待が

ますます大きくな

ると感じています。

母校の発展を祈念

します。

▲巡回　Ｆ10　2015年

▲働いた牛の肖像　F10　2014年

▲難民に直接物資を届ける様
子、インド国境地帯にて (2025)

せせらら知知おお

 令和７年８月吉日

帯広畜産大学同窓会会員各位

帯広畜産大学同窓会会長

三津原　勝

　本年は総会開催の年となっておりますので、以下の日時にて開催予定ですので、会員の皆様にお知らせいたします。

記

日　時：2025年10月11日（土）　午前９時00分より

場　所：帯広畜産大学　講堂　　　　　　　　  　

　総会終了後に、ホームカミングデーが開催されますので、ホームカミングデーにも参加される方は受付を済まし

てからご入場ください。また例年開催しております懇親会は、ホームカミングデーでの開催となります。

総会のご案内
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T o p i c s

FISU 冬季ワールドユニバーシティーゲームズの
アイスホッケー女子で、本学学生も代表入りする
日本チームが銅メダルを獲得

災害級の大雪に救世主現る！畜大雪かき隊が除雪活動

　畜産科学課程食品科学ユニット２年の中條夢叶さん

も代表入りする日本チームが、１月にイタリア・トリ

ノで行われた FISU 冬季ワールドユニバーシティーゲ

ームズのアイスホッケー女子で銅メダルを獲得しまし

た。３位決定戦では、中條さんが勝ち越し点を決め、

スロバキアに２- １で勝利し、攻守で銅メダル獲得に

大きく貢献しました。

　本大会は、国際大学スポーツ連盟（FISU）が主催

する学生を対象にした国際総合競技大会で、２年ごと

に開催されているものです。

　中條さんは、夜に週３回～４回のペースで市外のア

イスアリーナで練習を行い、土日はアルバイトをしな

がら学業と両立してアイスホッケーを続けています。

　将来は、食品関係の会社で働くことを目標に、食品

科学ユニットで勉強に励んでいます。

　本大会を終えて中條さんは「想像していたより楽し

い大会だった。簡単なイタリア語は修得していたので、

海外の方と交流もでき、充実した日々だった。また、

メダルがかかった試合で得点を決めることができて嬉

しい。」と語りました。

　令和７年２月４日（火）に観測史上１位の災害級の大雪に見舞われた十勝管内で、「畜大雪かき隊」が高齢者宅

の除雪活動を行いました。

　畜大雪かき隊は、雪かきを通して畜大生と帯広に住む地域の方々をつなげることを目的に令和５年12月に結成さ

れ、高齢者宅などの除雪を有償でお手伝いしています。現在は約70名が在籍し、依頼に応じて２人から３人１組で

訪問し、除雪活動を行っています。

　大雪が降った４日から今日までに約50世帯に訪問し、除雪を行いました。

　昨年は、依頼があってから訪問までに運営上で課題が見つかったことから、今年から雪かき隊公式 LINE を立

ち上げ、お手伝いが必要な高齢者に事前に友達登録をしてもらい、雪が降る前日に除雪のお手伝いが必要か確認を

行い、必要な世帯をひとつのマップにまとめたあと、シフトを作成し、効率よく回れるように工夫を行いました。

　同団体の木原代表（畜産科学課程３年）と長尾副代表（同３年）は、「昨年は反省点が多く、とても大変なこと

が多かった。今年は効率よく除雪ができたと思うが課題はまだまだ多い。本当にお手伝いが必要な人に支援が届く

▲中條さん

▲女子アイスホッケー日本代表が獲得した銅メダル
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日本で初めて顕微授精で誕生した仔馬の公開見学会を開催
　令和７年６月18日（水）に、帯広畜産大学にて、日本で初めて顕

微授精で誕生した仔馬の公開見学会を開催しました。

　この仔馬は、南保泰雄教授、羽田真悟准教授、渡部浩之准教授の

共同研究により、生体卵巣から吸引した馬卵子の体外成熟、顕微授

精、体外培養胚の移植という一連の高度な生殖補助技術を駆使して

誕生した、国内初の成功例です。

　今回は報道機関を対象に見学会が行われ、研究成果や日本在来馬

保存への可能性について紹介するとともに、仔馬の健やかな姿を間

近でご覧いただきました。

　南保教授は、「誕生した仔馬は、生後２週間を迎え、とても健康

に成長しています。日々の健康管理を継続し、将来的には繁殖馬と

しての活躍も視野に入れています。今後も、先進的な生殖技術を活

用し、馬の命をつなぐ研究と地域貢献に取り組んでいきたい。」と

語りました。

　なお、この研究の背景には、日本在来馬の飼養頭数が国内の全馬

の３％未満にとどまり、その保全と持続的な生産が求められている

現状があります。今回の成果は、希少な在来馬の保存や、ホースセ

ラピー等への利活用に適した馬の安定的な生産に貢献するものであ

り、次世代型の生殖技術として、さらなる発展が期待されます。

　また、本研究は、日本中央競馬会畜産振興事業「体外受精等次世

代型の日本在来馬生産法確立事業」の支援のもと実施されています。

ように課題を解決しながら活動を続けていきたい。」

と語りました。

　また、来年度から新代表となる宮本さん（同１年）、

副代表となる新居田さん（共同獣医学課程１年）は２

人とも道外出身。２人は、「せっかく帯広に来たので、

地域に還元できることをしたいと思い、同団体に入っ

た。また、北海道の雪は雪質が良くサラサラで、雪か

きもとても楽しい。」と話しました。

　※現在雪かきの新規ご依頼は停止中です。

▲元気に誕生した仔馬

▲仔馬とじゃれあう小星（代理母）

▲卵子を提供した白雪（北海道和種）▲出産に立ち会った南保教授（前列右）と研究室の学生たち

▲左から、木原代表、新居田さん、宮本さん、長尾副代表



－　－8

小野寺玲奈さんが「空道」
第3回ワールドカップ2025で優勝！
　令和７年７月５日（土）・６日（日）にブルガリア

共和国ブルガス市で開催された「第３回空道ワールド

カップ2025」において、小野寺玲奈さん（食品科学ユ

ニット２年）が優勝しました。

　小野寺さんは、５月に開催された「2025北斗旗全日

本空道体力別選手権大会」で２連覇を達成し、日本代

表としてワールドカップへの出場を決めていました。

今回の大会では、各国の強豪選手を相手に戦い抜き、

世界の頂点に立ちました。

　７月15日（火）には、長澤学長を訪問し、優勝の報

告を行いました。懇談の中で小野寺さんは、現地での

試合の様子や日本代表としての責任感、支えてくれた

方々への感謝の気持ちなどを語りました。報告を受け

た学長は、「本当に素晴らしい快挙。これからのます

ますの活躍も楽しみにしています。」と称賛の言葉が

贈られました。

　小野寺さんは、昨年出場したユーラシアンカップの
▲トロフィーを手に笑顔の長澤学長と、

メダルと賞状を掲げる小野寺さん

畜⼤⽜乳がリニューアル販売　72℃15秒殺菌に！
　帯広畜産大学では、６月17日（火）にリニューアル

した「畜大牛乳」の販売を開始します。

　なお、「畜大牛乳」は帯広畜産大学生活協同組合の

ほか、十勝管内のスーパー（ハピオ、ダイイチ、フク

ハラ（一部お取り扱いのない店舗がございます））、べ

んぞう商店）などでお買い求めいただけます。

　詳細は、畜産フィールド科学センターのページをご

覧ください。
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決勝で、自分より身長の高い選手に上から掴まれ、膝

蹴りによる攻撃を受けて敗れた経験を振り返り、「そ

の教訓から対策を考え、トレーニングを積んできまし

た。それが今回の大会でしっかりと生かされました。」

と語りました。

　今回のワールドカップでも、対戦相手はベテランの

選手ばかりで、自分より身長の高い選手が多かったと

のことですが、「試合前に相手の動きをよく観察して

分析し、戦略を立てて臨むことができました。コンデ

ィションも良く、相手のパンチがよく見えて、冷静に

対応できた。」と試合中の様子を振り返りました。

　さらに、「日本代表として絶対に負けられないとい

うプレッシャーもありましたが、それを力に変えて、

結果につなげられて本当によかったです。こうして

学長に優勝の報告ができたことがとても嬉しいです。」

と喜びと感謝の気持ちを語りました。

▲表彰台で笑顔を見せる小野寺さん（中央）

▲小野寺さんが手にした1位の
メダル（表面と裏面）

▲決勝戦のライバルと健闘を
称え合い握手する場面
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務 局 だ よ事 り

　

17
49

　
近10 35 22

26 116 85

69
6
15

その他
0 1 0 0 0 0

　　　　　
7 1 0 0 0

令和7年4月7日 6-5

資料第176回入試部会議

◆◆  令令和和７７年年度度学学部部地地域域別別志志願願者者・・入入学学者者状状況況

入学者　254人（男子90人，女子164人） 北海道

志願者　789人（男子310人，女子479人）

　　東北

48
　四国

九州・ 中国 近畿 中部

81

215

高卒認定
試験

外国の
学校等

沖縄

13

文部科学
大臣の指
定した者

道内・道外別 令和７年度 令和６年度

認定
0

在外教育
施設

関東

227

令和５年度

共同獣医学課程

道内
志願者数 40 28 39
入学者数 8 7 11

道外
志願者数 194 207 224
入学者数 32 33

畜産科学課程

道内
志願者数 175 184 187
入学者数 73 81 71

道外
志願者数 372 384 422
入学者数 140 135 145

計
志願者数 551 572 614

合         計

道内
志願者数 215 212 226
入学者数 81 88 82

道外
志願者数 566 591 646
入学者数 172 168 174

計
志願者数 789 808 878
入学者数 254 257 256

入学者数 214 217 216

その他
志願者数 4 1 1
入学者数 0 0 0

その他
志願者数 4 4 5
入学者数 1

専修学
校高等
課程

1 0

その他
志願者数 8 5 6
入学者数 1 1 0

29

計
志願者数 238 236 264
入学者数 40 40 40

過過去去３３年年のの道道内内・・道道外外別別志志願願者者・・入入学学者者数数一一覧覧

課　程

　これまで、同窓会からのご案内や大学の近況などを

速やかにお届けするため、毎年「同窓会会報」を皆さ

まに郵送してまいりました。しかしながら、ペーパー

レス化の推進や郵送料の値上げといった状況を踏まえ、

第32号より紙媒体での送付を中止し、大学ホームペー

ジ内の同窓会ページにてご覧いただく形式へと変更い

たします。今後は、皆さまへのご案内の際にQRコー

ドを記載したお知らせを同封いたしますので、そちら

からアクセスして会報をご覧いただくか、大学ホーム

ページの同窓会ページより直接ご確認いただけます。

ご不便をおかけする方もいらっしゃるかと存じますが、

何卒ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。

　これまで、同窓会会報とともに「記載事項変更届」を

同封し、同窓会本部にて記録されている会員情報（終

身会費、勤務先、勤務先郵便番号、勤務先住所、勤務先電

話番号、勤務先ファックス番号、自宅郵便番号、自宅住所、

自宅電話番号、自宅ファックス番号、電子メールアドレ

ス）の確認をお願いしてまいりました。しかしながら、

前述の通り、同窓会会報の紙媒体での送付を第32号よ

り中止することとなりました。それに伴い、「記載事項

変更届」にてお願いしていた電子メールアドレスの登

録につきましても、以下の登録フォームから直接ご入

力いただけるようになっております。また、同窓会ホー

ムページの「住所変更連絡」ページ（https://www.

obihiro.ac.jp/dousoukai#6）からも、情報の変更が可

能です。これらの対応により、来年以降は「記載事項変

更届」の送付も中止する予定です。ご不便をおかけする

こともあるかと存じますが、何卒ご理解とご協力のほど、

よろしくお願い申し上げます。

同窓会会報について 「記載事項変更届」について
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訃　　　報

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます。［敬称略］

＊2024年９月から2025年６月までに本部事務局にご連絡をいただきました。

十 倉 　 宏（Ｓ55年　畜産経営）

横 田 秀 雄（Ｓ24年　農芸化学）

杉 原 　 清（Ｓ50年　草地学科）

西 東 厚 志（Ｈ８年　畜産環境）

中　川　ひろ子（Ｓ46年　農産化学）

大 町 一 郎（Ｓ25年　酪農学科）

三 枝 　 實（Ｓ22年　獣医）

市 村 　 明（Ｓ50年　農産化学）

藤 川 紀 男（Ｓ37年　総合農学科）

中 岡 祐 司（Ｓ59年　獣医）

内 山 幸 雄（Ｓ33年　酪農学科）

田 村 勝 男（Ｓ43年　草地学科）

瓜 田 義 行（Ｓ41年　酪農学科）

田　中　勝三郎（Ｓ38年　総合農学科）

纐 纈 兵 衛（Ｓ31年　酪農学科）

加 納 一 美（Ｓ26年　農芸化学）

山 本 誠 次（Ｓ43年　農産化学）

小 林 東 市（Ｓ42年　獣医）

井 下 孝 雄（Ｓ35年　獣医）

小木曽　修　治（Ｓ35年　獣医）

奥 山 　 寛（旧教員）

米 田 　 弘（Ｓ38年　獣医）

大 嶋 正 紀（Ｓ41年　農産化学）

沢 田 三 郎（Ｓ25年　酪農）

藤 田 　 淳（Ｓ45年　農業工学科）

田 邊 　 眞（Ｓ38年　獣医）

中 島 三 博（Ｓ51年　酪農学科）

藤 江 軍 司（Ｓ37年　酪農学科）

藤 崎 幸 蔵（旧教員）

堀 川 　 洋（旧教員）

有 賀 秀 子（Ｓ31年　酪農学科）

吉 川 幹 男（Ｓ26年　酪農科）

一 條 　 茂（Ｓ24年　獣医）

岡 本 岩 夫（Ｓ35年　獣医学科）

小 林 晃 一（Ｓ34年　獣医科）

吉 村 　 忠（Ｓ41年　酪農学科）

編 集 後 記

　帯広畜産大学同窓会報第32号をお届けいたします。

　本年度は、ホームカミングデーに合わせて同窓会総会を開催いたします。授業は、コロナ禍で導入された

Zoom によるオンライン形式を活用したハイブリッド方式で行われており、基本的には対面授業が中心です。た

だし、体調不良の学生や、３大学連携科目を履修している小樽商科大学・北見工業大学の学生については、オン

ラインでの参加も可能となっています。実習については、すべて対面で実施されています。

　なお、本号より、冊子体での送付を取り止め、大学ホームページ内の「同窓会会報」ページからご覧いただく

形式へと変更いたしました。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

　同窓会事務につきましては、大学の同窓会支援室のご協力のもと、役員間で連携しながら進めております。皆

様にはご不便をおかけすることもあるかと存じますが、今後とも変わらぬご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

� （文責：島田謙一郎（平成４年　家畜生産科学））

【登録フォームのURL】 
h t t p s : / / d o c s . g o o g l e . c o m / f o r m s / d /

e/1FAIpQLSdaQfuKI1HQ70nG9- hq6W4zJNs_

bMe3WQzGEfqUNMCXi9xjCg/viewform

【登録フォームのQRコード】
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帯広畜産大学同窓会会則

昭和36年７月７日制定

平成５年10月16日改訂

平成７年10月14日改訂

平成９年10月18日改訂

平成11年10月23日改訂

平成13年10月６日改訂

平成19年10月13日改訂

平成25年10月５日改訂

第１章　総　　　則

第１条　本会は帯広畜産大学同窓会と称する。

第２条　本会は会員相互の連絡と親睦，並びに帯広畜産大学の発

展に寄与することを目的とする。

第３条　本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。

　　　　　１．同窓会報の発行

　　　　　２．同窓会名簿の管理

　　　　　３．帯広畜産大学の後援

　　　　　４．その他本会の目的を達成するための必要な事業

第４条　本会の事務局は帯広畜産大学内に置く。

第２章　会　　　員

第５条　本会は次の会員を持って組織する。

　　　　　１．正会員

　　　　　　　１）帯広畜産大学及びその前身の卒業生

　　　　　　　２）帯広畜産大学畜産学専攻科，大学院畜産学研

究科，及び別科修了生

　　　　　　　３）岐阜大学大学院連合獣医学研究科及び岩手大

学大学院連合農学研究科の修了生で本学の講

座に所属したもの

　　　　　　　４）その他代議員会で認めたもの

　　　　　２．準会員

　　　　　　　帯広畜産大学，大学院畜産学研究科，草地専修科，

岐阜大学大学院連合獣医学研究科および岩手大学大

学院連合農学研究科の学生

　　　　　３．特別会員

　　　　　　　帯広畜産大学およびその前身の同窓生以外の教員

第６条　会員は住所，その他の異動があった場合は，その都度本

会に速やかに通知しなければならない。

第７条　会員の除名および資格の喪失

　　　　　１．本会の名誉を傷つけたり，本会の目的に反した行

為を行った会員は，代議員会の決議により，除名と

する。

　　　　　２．当該会員が死亡したときは，その資格を喪失する。

第３章　役　　　員

第８条　本会は帯広畜産大学長を名誉会長に推薦する。

第９条　本会は次の役員を置く。会長１名，副会長若干名，事務

局長１名，庶務担当３名，会計担当３名，名簿担当３名

および監事２名。ただし，会長が必要と認めた場合は役

員を追加することができる。役員会は前記の役員で構成

し，本会の日常的な運営にあたる。本会は役員会の推薦

により顧問を置くことが出来る。

第10条　会長及び副会長は代議員会において会員中より選出し，

総会の承認を受けるものとする。その他の役員は役員会

において会員中より選出し，代議員会の承認を受けるも

のとする。役員および代議員の任期は一期二年とし，再選

を妨げないが，会長の任期は二期を越えないこととする。

第11条　会長は本会を代表し，会務を統理する。副会長は会長を

補佐し，会長事故あるときはその職務を代行する。

第12条　事務局長は庶務担当役員と共に会務を担当する。

第13条　会計担当役員は会費を徴収し，本会の資産の管理と予算

の適切な執行を担当する。

第14条　名簿担当役員は同窓会名簿の管理を担当する。本役員は

名簿の編集の円滑化を計るため，名簿編集委員を委嘱す

ることが出来る。

第15条　監事は本会業務の執行及び会計の状況を監査する。

第16条　役員会は会長が召集しその議長となる。本会は構成役員

の過半数の出席で成立し，会の議事は出席者の過半数を

もってこれを決する。

第17条　役員会は支部等から若干名の代議員を委嘱し，重要な会

務を審議するために役員と代議員とで構成する代議員会

を置く。

第18条　代議員会は会長が召集しその議長となる。代議員の３分

の２以上の署名により会議の目的事項を示して請求があ

ったときは，会長は代議員会を招集しなければならない。

代議員会は構成員の過半数（委任状を含む）で成立し，

議事は過半数をもってこれを決する。可否同数の場合は

議長の決するところによる。

第19条　代議員会は次の事項を審議する。

　　　　　１．予算及び決算

　　　　　２．会費の変更

　　　　　３．重要な資産の処分

　　　　　４．その他の重要な事項

第４章　総　　　会

第20条　総会は通常総会と臨時総会とする。通常総会は原則とし

て隔年で開催するものとする。臨時総会は代議員会にお

いて必要と認めたとき，または10分の１以上の会員の署

名により会議の目的事項を示して請求があったときこれ

を開くこととする。

第21条　総会は会長が招集し，その議長は会員中より総会で選出

する。

第22条　次の事項は通常総会においてその承認を受けるものとする。

　　　　　１．会則の変更

　　　　　２．役員人事

　　　　　３．資産目録

第23条　総会の議事は出席会員の過半数をもってこれを決する。

可否同数の場合は議長の決するところによる。

第24条　本会の経費は，会費，寄付金及びその他の収入をもって

これに充当する。

第５章　資産及び会計

第25条　本会の重要な資産を処分するには，代議員会の決議を経

て，総会の承認を得なければならない。

第26条　会員は終身会費として入学時に20,000円を納めなければ

ならない。但し，特別会員は会費を免除する。なお，準

会員については，何らかの事情で中途退学した場合，本

人からの請求があれば返金するものとする。

第27条　本会の会計年度は毎年10月１日に始まり，翌年９月30日

に終わる。

第６章　支　　　部

第28条　本会はその目的を達成するために，必要があるときは支

部を設けることができる。

第29条　支部を設置しようとする者は，その代表者から支部会則，

役員等の資料を添えて本会に届け出なければならない。

なお，支部活動については，支部会にゆだねるものとする。

付　則　この会則は平成25年10月５日から施行する。







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


